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国土交通省
中部地方整備局長

塚原 浩一

新
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挨
拶

　平成30年の年頭にあたり、謹んで新春のお慶びを申し上

げます。

　日本道路建設業協会中部支部の皆様方におかれまして

は、旧年中、中部地方整備局の事業の推進に格別のご支

援、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　また、日頃より災害対応や支援活動はもとより、戦略的な

維持管理・更新、週休二日制の実現、i-Constructionなど、

様々な取り組みに連携・ご協力頂いてますことを改めまし

て感謝申し上げます。

　昨年は、九州北部を記録的豪雨が襲い、土砂崩れや増水

などにより多くの人命と財産が失われ、中部地方でも記録

的短時間大雨の頻発や複数の台風が襲来するなど、改め

て社会基盤の整備の重要性を認識させられました。

　大規模災害リスクへの対応や巨大な産業活動を支える

ためには、中部地域の道路等の社会基盤の充実・強化を着

実に進めていくことが不可欠であり、そのためには、社会資

本の担い手として、また災害時の地域の守り手として、社会

資本整備の現場に精通されている皆様方の高い技術力を

経験、そして気概と活力が何よりも必要です。

　当整備局では、貴協会と一体となって地域の安全・安心

と更なる発展に向け全力で取り組んで参りますので、今後

もますますのご支援とご協力をお願い申し上げます。

　結びに、貴協会のますますのご発展と会員皆様のより一

層のご活躍を祈念いたしまして、年頭の挨拶とさせていた

だきます。
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　平成29年度道路建設技術講演会を（一社）日本道
路建設業協会中部支部主催で11月7日に名古屋市東
区の名古屋市東文化小劇場で開催しました。
　行政・コンサルタント・支部会員企業・一般参加企業
などから230名の参加がありました。 
　冒頭、同協会中部支部の青野俊弘支部長から「建設
業界の人手不足の深刻化が一段と進んでおり、このま
ま進めば日本のインフラの劣化につながる。」との考え
を示しました。 
　「その要因として第一は他の産業に比べて労働時間
が長い、第二に所得が低い、第三は3Kのイメージが強
いためと思われる。今後は働き方改革に取り組まなけ
ればならない。」と述べました。 
　プログラムでは日本みち研究所の石田東生理事長
が「社会システムのイノベーションと道路政策」と題し、
イノベーションの必要性を訴え、豊かな暮らしを支え
る道路が重要と説きました。 
　次に国土交通省中部地方整備局の和賀正光道路
調査官が「中部の道路事業について」のお話があり、
最後にNPO法人子ども・宇宙・未来の会理事で宮大工
の小川三夫氏が「不揃いの木を組む」と題し実際の活
動をDVDで上映し講演を行いました。参加者は熱心に
講演を聴き入り最後に同協会中部支部の渕上彰恭幹
事長の閉会挨拶で無事終了しました。
　また今回の講習会では希望者にはCPDS認定プロ
グラムで４ユニットが付与されました。 

平成29年度 道路建設技術講演会

NPO法人 子ども・宇宙・未来の会 小川理事

青野支部長

日本みち研究所 石田理事長

中部地方整備局 和賀道路調査官
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３つのテーマとして「i-constructionへの対応」「担い手

確保のイメージアップ」「業界のコンプライアンス体制の

構築」を掲げ取り組んでいく事、またこの講習会を通じま

すますの技術力向上が図られることを期待すると述べら

れました。

　講習会では、第1章で国土交通省中部地方整備局道

路部の柴山智和道路情報管理官が「舗装事業をめぐる

社会・経済情勢と各種制度」について講演されました。

　第2章から第4章までを道建協本部の方々が担当し、

青木一生環境・安全委員会安全部会委員が「舗装工事

の安全対策」、遠藤雅晴環境・安全委員会環境部会委員

による「建設副産物対策」、中原大磯技術委員会委員が

「最近の舗装技術の動向（1）・（2）」について、それぞれ

舗装に関する最新の取り組みを紹介しました。

　今回の講習では、CPDS認定講習会として受講者に5

ユニットが付与されました。

　（一社）日本道路建設業協会主催による、平成29年度

舗装施工管理技術者技術講習会が9月28日名古屋市中

区ナディアパークデザインホールで、中部支部会員企業

などから約200名が参加し、最新の舗装技術や関連法

改正などの習得を目的に開催されました。

　冒頭のあいさつで、青野俊弘中部支部長は今年度の

舗装施工管理技術者技術講習会
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　愛知県アスファルト合材協会（川中喜雄会長）と（一社）

日本道路建設業協会中部支部（青野俊弘支部長）は7月7

日名古屋市中区のホテル名古屋ガーデンパレスで『平成

29年度アスファルト舗装技術に関する講習会』を開催し、

会員企業から約140名が参加し、4時間にわたり最新のア

スファルト舗装技術を学びました。

　冒頭、愛知県アスファルト合材協会技術管理委員会の

難波陽一担当理事は『自然災害が多発しており、早急な道

路復旧がさらに重要になっている。社会資本のメンテナン

スも喫緊の課題。知識を身に付け地域のために技術力を

発揮してもらいたい』と呼びかけられた。

　その後の講習では4つのテーマに対して6名の講師が下

記内容の講習を行いました。

　最後に質疑応答が行われ、閉会挨拶を（一社）日本道路

建設業協会中部支部 横山和夫環境委員会委員長が述べ
られ講習会が終了しました。

アスファルト舗装技術に関する講習会
愛知県アスファルト合材協会

（一社）日本道路建設業協会中部支部

■講師　国土交通省中部地方整備局 
 道路部道路管理課長  今井 浩策  様

『道路をめぐる最近の話題について』

■講師　（一社）日本産業機械工業会エコスラグ利用普及委員会

 事務局  水田 耕市  様

 標準化分科会分科会長  長田 守弘  様

 標準化分科会委員   大河内 宝  様 

『道路用溶融スラグマニュアル改訂』
（経緯と趣旨について）

（品質管理マニュアルのポイント）

（設計施工マニュアルのポイント）

■講師　公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センター 
 電子マニフェスト事業担当理事  麻戸 敏男  様

『電子マニフェストの運用及びＱ＆Ａについて』

■講師　株式会社NIPPO中部試験所 
 所長  鐘ヶ江 隆人  様

『舗装技術について』

愛知県アスファルト合材協会
技術管理委員会

難波陽一担当理事
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技術委員会

　10月18日・19日の2日間、吹上ホールにおいて『建設技
術フェア2017in中部』が開催されました。
前回を上回る272の会社・団体が出展し、開会式では国
土交通省中部地方整備局の塚原局長から「建設産業が
元気でないと重要施策を進めることができない。生産性
を向上させ、魅力ある産業とすることが重要である。」と御
挨拶頂きました。　　　　
　建設業界として、技術者不足、働き方改革、生産性の向
上と様々な問題に対応すべく、最先端技術ICT・建設ロ

建設技術フェア2017in中部 ボット活用をより推進する出展が多く見られ、
講演会では「建設ICT推進セミナー」が開催され、建設産
業にICT導入効果を高めるためには何が必要かをテーマ
に、最先端技術への理解を深める討論が活発に行なわれ
ていました。
　また、未来の技術者とより近く接することができる「学生
交流ひろば」が昨年に引き続き設置され、道建協も女性
技術者が対応し「話しやすい雰囲気だった」「就職の参考
になった」と好評で、多くの学生に道路建設の必要性をPR
することができました。

学生交流ひろばの様子

建設技術フェア2017in中部 会場

（一社）日本道路建設業協会中部支部ブース
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防災訓練
　中部緊急防災隊（渕上彰恭本部長）は9月1日に南海トラ
フ巨大地震発生を想定して防災訓練を愛知・岐阜・三重・
静岡・長野の5県下で実施しました。
　名古屋市中区の日本道路建設業協会中部支部事務局に
災害対策本部を設置し、本部長の指示を中部エリアの5地
区16班の班長に伝達し、中部5県の地区責任者・班長との連

絡体制や緊急物資・機材の保管状況などを確認しました。
　中部緊急防災隊は自然災害など緊急時に道路管理者
と協力し災害時の道路面の確保などの緊急対応に当たっ
ています。
　普段の備えが訓練にも生かされ指示・報告がスムーズ
に行われました。

防災の日（9月1日）防災訓練を実施・連絡体制を確認
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● 平成29年度　三遠南信道（飯喬道路）工事
　合同安全パトロール（9月13日）

安全委員長
安 全 委 員
〃
〃
〃
〃
〃

㈱ガイアート
常盤工業㈱
大有建設㈱
三井住建道路㈱
福田道路㈱
㈱ガイアート
㈱ガイアート

山本  正樹
志田  睦穂
中野谷 眞己
松田  雄二
横山  和夫
大山  泰司
岩津  和久

飯田国道事務所管内
　三遠南信瀧江上城舗装工事（平成28年度）（㈱NIPPO）
　三遠南信上久堅舗装工事（平成29年度）（㈱ガイアート）
　三遠南信神之峰舗装工事（平成28年度）（大有建設㈱）

参加者
国土交通省中部地方整備局
道路部
飯田国道事務所

（一社）日本道路建設業協会中部支部　安全委員会

安全委員会
明けましておめでとうございます。平素は安全委員会活動にご協力ありがとうございます。
当協会活動の一環であります発注者との合同安全パトロールを、国土交通省中部地方整備局 飯田国道事務所管内に於ける三遠南信（飯 喬道路）工事及び、中日本高速道路㈱名古屋支社管内に於ける東名高速道路集中工事にて実施いたしました。
国土交通省中部地方整備局の方 ・々中日本高速道路㈱・名古屋保全サービスセンター・豊田保全サービスセンター及び中部地区高速道路保 全工事安全対策協議会の皆様方にはご多忙中当委員会にご協力いただき誠にありがとうございました。
尚、本年度は今回の投稿以外に11月16日（東海北陸自動車道）また12月11日（23号中勢久居相川交差点改良工事及び23号中勢半田東交 差点改良工事）のパトロールを実施いたしました。

特定道路工事対策官
副所長
事業対策官
建設監督官

小幡  敏幸
二村  隆之
伊東  義人
和田  春樹
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● 平成29年度　東名集中工事
　合同安全パトロール（10月3日）

安全副委員長
安 全 委 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃

フジタ道路㈱
地崎道路㈱
東京鋪装工業㈱
北川ヒューテック㈱
㈱市川工務店
㈱竹中道路
㈱ガイアート
世紀東急工業㈱

水 口  孝
朝比奈 和德
石尾田  悟
山田  幸雄
小林  功和
松森  啓司
岩津  和久
渕上  彰恭

東名集中工事
　名古屋管内舗装補修工事（平成29年度）（大有建設㈱）
　豊田管内舗装補修工事（平成29年度）（世紀東急工業㈱）

参加者
中日本高速道路㈱

中部地区高速道路保全工事安全対策協議会
中日本ハイウェイ・メンテナンス名古屋㈱
　
東亜道路工業㈱ 安全環境部長
㈱ガイアート       安全部長

事業第一部長

名古屋支社 保全・サービス事業部

名古屋保全・サービスセンター

豊田保全・サービスセンター

（一社）日本道路建設業協会中部支部　安全委員会

明けましておめでとうございます。平素は安全委員会活動にご協力ありがとうございます。
当協会活動の一環であります発注者との合同安全パトロールを、国土交通省中部地方整備局 飯田国道事務所管内に於ける三遠南信（飯 喬道路）工事及び、中日本高速道路㈱名古屋支社管内に於ける東名高速道路集中工事にて実施いたしました。
国土交通省中部地方整備局の方 ・々中日本高速道路㈱・名古屋保全サービスセンター・豊田保全サービスセンター及び中部地区高速道路保 全工事安全対策協議会の皆様方にはご多忙中当委員会にご協力いただき誠にありがとうございました。
尚、本年度は今回の投稿以外に11月16日（東海北陸自動車道）また12月11日（23号中勢久居相川交差点改良工事及び23号中勢半田東交 差点改良工事）のパトロールを実施いたしました。

技師
施工管理員

副所長
保全（工事）担当課長

所長
副所長
保全（工事）担当課長

辻村  史晃
大 野  明

清水  厚宏
供 田  登

早川  慎治
安藤  博文
岡田  和弘

臼田  芳彦
原  宏
岩津  和久
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社会・環境貢献活動

道建協の 社会・環境 貢献活動

ＡＥＤ贈呈式
　道建協では社会・環境貢献活動の一環として長野県飯

田市の道の駅『遠山郷』にAED（自動体外式除細動器）を

贈りました。

　贈呈式は平成29年10月24日（火）、道の駅『遠山郷』に

て行われました。道の駅『遠山郷』からは、遠山郷観光協会 

近藤力夫会長、飯田市南信濃まちづくり委員会 牧島定好

会長、飯田市産業経済部 観光課遠山郷観光振興係 西永

俊充係長、一般財団法人飯田市南信濃振興公社 酒井郁

雄事務局長が出席されました。

　当中部支部からは青野支部長、中部ブロック「道の駅」

連絡会事務局 田島浩美事務局長が出向き、青野支部長よ

り贈呈しました。

　最近街中ではよく見かけるようになったAEDですが、まだ

設置されていない道の駅は数多くあります。温泉もある人

気の道の駅『遠山郷』は観光客や地元の方々のコミュニ

ティーの場としても沢山の方が訪れます。万が一に備えて

のAEDは必要不可欠です。地域の方々の安全・安心に貢献

できるよう今後も道建協としてAEDの贈呈を引き続き行っ

てまいります。

AED贈呈式

遠山郷
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中部緊急防災隊
防災隊式典・班長会議
　日本道路建設業協会中部支部の会員企業らで組織する中
部緊急防災隊（渕上彰恭本部長）は7月28日、2017年度式典
を名古屋市中区の名古屋ガーデンパレスで開催しました。愛
知、岐阜、三重、静岡、長野の中部5県から各地区の隊員ら約
150人が参加し、防災活動の一層の充実に向けて決意を新た
にしました。
　中部緊急防災隊は、中部地区を5区・16班に地区割りし、
1979年の発足以来、道路災害の緊急時に、ライフラインを確
保するために主要な道路管理者の要請に応じて早期復旧に
貢献。他地区の大災害に対しても資機材支援活動を行い、高
い評価を得ています。
　式典には中部地方整備局、名古屋高速道路公社、中日本高
速道路株式会社、道建協本部からご来賓を賜りました。
　渕上本部長は訓示で「いかなる災害に対しても、これまで
培ってきた経験を生かし、更なる対応をしていく」と述べ、「今ま
で以上に緊急連絡体制を強化し資機材の点検と確保をより一
層充実させ、迅速で的確な対応をお願いする」と要請しました。
　来賓を代表してあいさつをした谷口孝司中部地方整備局
企画部機械施工管理官は「近年、全国各地で豪雨が発生して
います。災害発生時には迅速な道路の確保が課題となり、豊富
な経験と技術を持つ皆さんの協力が欠かせません。連携し、災
害に備えるため、引き続き支援をお願いします」と述べ、期待
を寄せられました。佐藤俊昭 日本道路建設業協会 環境・安全
委員長は「他に例がない組織。さらに充実を」と激励しました。
　最後に、中野谷眞己隊長が網領を朗読し「規律と連携の下、
災害発生時に機動力と技術を駆使して復旧に当たり、公共の
福祉に寄与する」と力強く誓い、式典を終えました。
　防災隊式典前には、総勢51名出席のもと「班長会議」を開
催しました。山本事務局長からは広報活動についての説明、続
いて水口対策委員長からは班員会議での要望に対しての意
見の取りまとめと対応、また、南海トラフ防災訓練と協会主催
の防災訓練の概要説明を行いました。

班長会議

防災隊式典

渕上本部長訓示

来賓挨拶 谷口中部地方整備局企画部機械施工管理官



2018.01

会員だより

No.5412

会員だより
社会人になって 世紀東急工業㈱ 名古屋支店 営業部 新谷 なを

新入社員フォロー研修 福岡タワー
(左：私、右が：姉 です)

太宰府天満宮

博多ラーメン(鳳凛)

ハロウィンの時のUSJ（左：姉、右：私 です）

　私は、昨年の春に入社いたしました。学生時代と
は生活も自分のいる環境も違う中で仕事を覚える
事に必死ですが、初めて学ぶことが多くとても新鮮
で楽しいです。
　電話をとることが苦手だった私は入社当初はな
かなか電話に出る事を躊躇してしまいがちで、電話
に出た際も緊張でしっかりと話せなかったのです
が、入社当初に比べたら、リラックスして話せるよう
になってきました。

　また、学生から社会人になって時間とお金の使い
方が変わりました。社会人になった今の方が仕事終
わりや休日が充実している気がします。最近の趣味
は旅行で、熱海と大阪と福岡に行きました。名産物
などのそこでしか味わえない美味しいものを食べ
ているときにとても幸せを感じられるので、食べ物
やお酒が美味しいおすすめの場所があれば是非
教えてください。

　趣味の合う姉とはとて
も仲が良く共通の知り合
いも多いので、一緒に出
かけることが多いです。
そんな姉とUSJによく車
で行くのですが、道中に
弊社が携わった道路を
通ると少し自慢げに話し
たり、工事中の看板を見
るとどんな工事をしてい
るかを見たり、働き始め
るまで気にしていなかっ
たことを普段の何気な
い日常生活で気にする
ようになりました。
　家の近所で何か工事
をしているときも、こうやって現場の方は、夏は炎天
下の中、汗を流しながら、冬は寒くて手がかじかむ
中、毎日頑張ってくれているのだなと思うと事務で業
務内容は全然違っていても私も頑張って働いて社
会に貢献しようと感じました。
　社会人1年目でまだまだ分からないことも沢山
あって今の自分に出来ることも限られていますが、
自分の出来る仕事を精一杯やり、元気に笑顔で自
分らしく社会人生活を楽しく過ごしていきたいと思
います。
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　支部だよりが発刊される頃、平成３０年を迎えます。
当時小渕官房長官のテレビ発表が本当に懐かしく思
い起こされます。
　激動の昭和から平和への思いが託された平成の
30年間、社会はIT革命により劇的に変化し、情報化
社会の波が世界規模でうねっています。
　支部活動を通じて感じることは、世の中のIT化が進
めば進むほど災害、事故に備えるために、人と人のつ
ながり、地域のコミュニティを大切にする防災訓練等

の重要性です。いざとなれば頼れるのはコンピュー
ターではなく人だと思います。
　新しい元号の話題も出始めた今日この頃、東京オリ
ンピックもあり業績が安定している今、政府が決定し
た働き方改革実行計画のもと休日出勤、長時間労働
等の建設業の構造的問題を解決し、人に優しい魅力
ある産業に変わるチャンスではないでしょうか。

広報委員　寺門 義明

編集
後記

連絡先
（一社）日本道路建設業協会 中部支部「広報委員会」まで
●TEL 052-971-5310　●FAX 052-971-5375
●ホームページ http://www.dohkenkyo.or.jp/　●Eメール chubu@dohkenkyo.or.jp
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